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果樹園々地の管理法 として,マ ルチ法,草 生法,清 耕法などの各法があり,こ れ らの各管理法とも

にそれぞれ特徴のある長所を有 しているが,同 時にまた短所 もあり,同 一方法のみで長期間に亘 る園

地の管理を行 うことは適当でない。たとえばマルチ法で,1,有 機物の補給2.エ ロージ ョンの防止

3.土 壌団粒化の促進4.雑 草の抑制などに効果が,あ って も,長 期間に亘 る管理は,や がて根群の

浅根化や下層土の不良化などを招いて,そ の結果果樹の生産力を阻害する。 したがって果樹園地の管

理は果樹の各時期における生育相に対応 して,前 述の各管理法を組合せ ることによって,常 に果樹の

生産力を維持向上させ るに好条件な園地とすることが必要である。 しか しながら草生法にみ られ る如

く,本 来の草生法か ら放任雑草草生法に移行 しっっある理由は 園地管理作業が年間10a当 り40～50

時間を必要とす るたあである。そ してこれ ら管理法を構成する作業種はおもに中耕除草作業であるた

めに,多 くの労働時間を必要とする。 したがって各管理法を組合せて合理的な園地の管理を行 うこと

は実際上困難である。

筆者 らは以上の様な見地か ら,果 樹園々地管理作業の省 力 化 を目的として,中 型 トラクター(20

PS)を 主機械 とする合理的な園地管理作業の省力化について,1967年 来 近大 付属農場柑橘園で調査

研究を進めて来た。その結果従来の人力に比較 して著 しく省力化が出来て,そ の うえ合理的な園地管

理が行える様にな ったか ら報告する。

1.実 験 一1(雑 草 の生育 相 につ いて)

1)実 験 材 料

近畿大学付属農場柑橘園地(和 歌山県有田郡湯浅町湯浅2355)の 一部を供試 した。供試園地には8

年生林系普通温州を4m×2mの 間隔に植栽 している。園地の土性は中世層の頁岩を母岩とす る壌土

であって,か なりの肥沃地である。雑草のおもな ものは,冬 草 として,ハ コベ,カ モジクなどで,夏

草はメヒシバ,ギ シギシ,ヨ モギなどで,一 般に柑橘園内で多 くみ られ る雑草種である。なお近大農

場では冬期間中(9月 ～4月)に ベツチ,エ ン麦の草生栽培を実施 している。

2)実 験 方 法

前記供試園地に雑草の 生長調査地(40m①)を とり,自 生 している雑草を通常のミカン園の肥培
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管理下 に放任 して,20日 間毎に雑草の草丈を調査 して生育相を調査 した。 調査期間は1968年3月 ～

ユ969年2月 に亘 る間である。なお草生栽培のエン麦,ベ ツチなどの生育相 についても参考のため調査

した。

3)実 験 の 結 果

第1図 の様な結果が得 られた。

2.実 験 一2(機 械 除草 に つ いて)

1)実 験 材 料

a.供 試園地,実 験一1と 同様の園地52aを 使用 した。

b,供 詩機械第1表 及び第2図 第3図 の様な中耕,除 草用の逆転 ロータリ・ホーを使用 した。

第1表 供 試 機 械 の 諸 元
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第2図 近 大 式逆 転 ロー タ リ ・ホ ー 第3図 近 大 式 オ フセ ッ ト型 逆 転 ロー タ リ ・ホー

近大式逆転 ロー タリ ・ホー(第2図)はM社 製R210ト ラ クターのPTO軸 に 回転用ギ ヤボ ツクス

を取付 けて,こ れに通常の ロー タ リを装着 した もので,セ ンター ドラィブ方式で ある。耕転軸 はした

が って通常の回転方向に対 して逆ノ∫向に回転す る。 ロータ リ部の耕転時 の地上高 は500mm～550mm

とな り,い くぶん ミカン樹冠下迄巾耕,除 草 作業 ができる。

近大式オ フセ ット型回転 ロー タ リ・ホー(第3図)は,ロ ータ リ部 が トラ クター右側 にオフセ ッ ト

されていて,サ イ ドドライ ブ方式である。耕転軸 の回転方 向は逆転 ロー タ リ ・ホーと同様 に逆回転す

る。 ロー タ リ部 の耕転 時の 地上高 は370mm～400mmと な る。

したが って ミカ ン樹 冠下 部にかな り入 りこんで 中耕,除 草作業 を実施す ることが出来 る。 かつ ロー

タ リ部は上方 に約25度,下 方 に約3度 スイ ング出来 る。 これ らの作業機は筆者 らが ミカ ン園用に開発

した ものであ る。

2)実 験 方 法

a.供 試 ミカ ン園地での実験 は1樹 列の距離165mの 所 で1往 復(330m)作 業 を行 い第1・2・3・

表 に示 す各項 目につ いて計測 た。

b.作 業は第4図 に示 す如 く,逆 転 ロー タ リ・ホー,オ フセ ッ ト型 逆 転 ロー タ リ・ホーでそれぞ

れ実施 した。

c.さ らに第2表 に示 す通 り,草 種別,草 丈別 につ いて も実験 を行な った。

d.機 械作業機の操縦 は当場の トラクター操縦 に 熟練 してい るオペ レー タをあて た。 逆 転 ロー タ

リ・ホー 区で は トラクター速 度段 をFL一 ユ及 び2速 で,ま た 無負荷時の エ ンヂ ン回 転 数 を2100～

2000rmpと して実施 した。 オフセ ット型 逆転 ロー タ リ・ホー区 も逆転 ロー タ リ ・ホー区 と同一の条

件で実施 した。

実験 日はいつれの区で も晴天で,園 内条 件 も機械 作業 に好条 件の 日で あった。

e.調 査項 目は第2表 及び 第3表 の通 りである。 す なわ ち作業速度,作 業精度,耕 深 などを常法

により測定 し,こ れよ り作業能率その他 の項 目を算 出 したなお操縦性 にっ いて は特 に調査は実施 しな

か った。



3)実 験 結 果

第2,3表 に示す通 りである。

第2表 草 丈 と 作 業 能 率 と の 関 係

第3表 除 草 機 の 性 能

草 種

作 業 日

冬 草

4.弓28日 ～5月10日

緑 肥

4.月28日 ～5月10日

夏 草

作 業 機

作業速度m/s

作業能率m2/s

作 業精 度%

抑 草 期 間 日

逆 転
ロ ー タ リ ・ボ ー

0.396～0.476

0.558～O.671

96

25～30

7ノヨ5日 ～7月15日

3.実 験 一3(除 草 剤法 につ いて)

1)実 験 材 料

a.供 試園地 は第4図 の除草剤区で作業距離などは実験一1と 同様である。

第4図 除 草 区 模 式 図



また除草 剤 によ る 除 草 効 果 の 測定 は10m2の 所 を5ケ 所 とり調 査 した。 冬草種 はハ コベ,ツ ユ ク

サ,ス ズ メノカ タビラ,カ タバ ミ夏草種 は メヒシバ,イ ヌ ビエ,イ ヌタデ,ヨ モギ,ギ シギ シ,カ モ

ジグサな どで あ る。 また雑草 の除草剤散布時の 草丈 は冬草 で30～35cm,夏 草 で45～55cmで あ る。

b.除 草 剤 は冬 草 にア メ トリン,プ ロマルを,夏 草 にワイダ ックス,プ ロマ シルを用 いた。

c.散 布 機 はK社 製SSV-60-500N型 機 を使用 し,ス ワー ス散布方 式 によ って実施 した。

2)実 験 方 法

供試 区 に自生 す る雑草 に対 し,ポ ンプ圧15～ ・20kg/cm2,ノ ズ ル 吐出量20L/minで 除 草 剤を 散布

した。 除草 剤別 の10a当 りの薬剤量及 び薬液 量は第4表 の通 りであ る。 薬 液 散 布 の 方法 は3人1組

とな って,1人 がSSV機 の 運転 を行 い,他 の2人 は本機 の後 を歩 きなが ら薬 液の散 布 を行 う方 式で

あ る。調査 項 目は,薬 剤 量(9〔cc〕/10a)薬 液 量(L/10a)散 布 時間(rnin/m2)殺 薬 効 果(%)抑 草

期 間(日)な どで あ る。調査 結果 か ら作業能率(m2/s)を 算 出 した。

3)実 験 結 果

除草剤法 にっいての実験結果は第4表 の通りである。

第4表 除 草 剤 法
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4.考 察

1)ミ カ ン園での雑草の生育相は第1図 の通 りで,従 来報告 されている結果 と同様な結果がえ られ

た。すなわち冬草,夏 草 ともにそれぞれの繁茂期があって,冬 草は9月 中旬頃から発生 し始 めて,3

月中～下旬頃か ら発育旺盛となり4月 下旬～5月 中旬に最盛期とな りその伸後長は停止する。夏草は

4月 下旬～5月 初旬に発生 し始あ8月 上旬～中旬に最盛期になり,そ の後の伸長は除々に衰微する。

間作緑肥(エ ン麦,ベ ッチ混播)は8月 下旬～9月 初旬に播種する。その後3月 下旬～4月 上旬に生

育が旺盛となり,4月 下旬～5月 中旬に刈 り取 り適期 となる。 なお緑 肥作 物を栽培す ることによっ

て,雑 草の生育がかなり抑制 される傾向が認め られ る。 したがって間作緑肥物の栽培は有機物原材料

の確保と同時に冬草の発育を抑制 し,か つ夏草の発生をもある程度抑制するなどの効果があり,ミ カ

ン園々地管理には合理的な方法である。
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2)1)で のべた雑草の生育相 との関係か ら,農 場の所在する和歌山県有田郡地方では従来除草作

業を4月 初旬,5月 初旬,7月 初旬,8月 初旬,9月 初旬の計5回 行 っている。 この場合の園地管理

法は清耕法であり,マ ルチ法などでは3～4回 実施 されている様である。 これ らの除草作業は10a

当り10hr前 後の時間を従来の人力法では要 している。近大農場の中耕除草作業 も従来法を基準 とし

て,逆 転 ロータリ・ホー区,オ フセ ット型逆転ロータリ・ホー区で実施 しているが,間 作緑肥を栽培

してい る関係か らいくぶん実施 日に変動がある。すなわち4月 中旬～5月 初旬に緑肥作物の刈 り取 り

適期 となるため,4月 初旬の作業は行なわないで,緑 肥すきこみ時の4月 中旬～5月 初旬に行 う。っ

いで梅雨明けの晴天時に2回 目を実施する。 さらに気象条件にもよ るが,雑 草の再生があまり目立た

ない場合は8月 中旬に夏草の除草を実施 し,8月 下旬～9月 上旬に間作緑肥の播種を兼ねて中耕除草

作業を実施する。 これ らの作業体系を示すと第5表 の通 りである。 したがって中耕除草作業は4～5

回であって,数 年来の実績か ら5回 実施することは稀で大体4回 除草で完了 している。

第5表 中 耕 ・除 草 作 業 体 系
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3)中 耕 除草 用機械 と して使用 してい る逆転 ロー タ リ・ホー,オ フセ ッ ト型逆転 ロー タ リ・ホー は

いつ れ も耕転軸 が逆 回転 す るた あ,雑 草(緑 肥)は 引 き抜かれ て約60～65%は 地 表面 にはね出 され る

た め土 中に埋 め られ ることが割合 い に少な く,ま た埋 もれて も耕 深(300mm)が 浅 いたあ,気 象条

件 が天で あれば高 い除草 効果を あげて,抑 草期間 は30～40日 とな る。 しか し除草後雨天 がっつ けば抑

草期 間 は15日 位 の短期 間 にな り,気 象条件の影響 を著 しくうけ る。

4)機 械 の作業能率 な どは,第2,3表 の通 りかな り良好 で あ る。

a・ 逆 転 ロー タ リ ・ホーについて。 冬,夏 の 草種 によ って 機械 の作業能 率が 左 右 され ることはな

く,草 丈,雑 草 の密度 によ って左右 され る。すなわ ち草丈60cmでFL-2速 で0.396m/secで,40cm

で0.476m/secと 草 丈 差20cmで0.08m/secの 差 があ る。 さ らに 草 丈110cmの 緑 肥区で は0・308

m/secと な り,O.168m/secの 差 があ る。 この様 に草丈が高 くなれ ば,機 械作 業能率 が低下 す る。 し

た が って機械 除草 の場合 は草丈40cm以 内 で実施 す ることが 必 要 と考 え られた。 当場 での ミカ ン園

地除 草法 によ る場合 は逆転 ロー タ リ ・ホー 区165mを5.78minで 中 耕除草 作業 を完 了す る。 作業精

度(除 草率)も 草丈 と草 の密度 によ って影響 され るが,こ の場合 には耕 深 をい くぶ ん深 く(40mm～
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45mm)す 一ることで精度をよくすることが出来る。またこのため作業能率はほとんど低下 しない。 こ

の様 にして,草 種 に関係な く通常は96%前 後の作業精度を得 ることが出来 る。間作緑肥作物のすきこ

みは前述のごとく,そ の作業能率は低下するが,草 丈が5～15cm位 に切断されて地表面に 敷草 した

様な状態となり,ミ カン園には好都合な条件になる。すなわち,梅 雨期のエロージョン防止 に役立っ

わけである。なお逆転 ロータ リ・ホーのたあに,園 地面の凸凹がで来ず均平度が良 くなり,そ の後の

種 々の作業が実施 しやすいなどの利点もある。

b.オ フセット型逆転 ロータ リ・ホーについて。 本機はカルチ部が トラクターの右側にオフセ ッ

トされている関係か ら,逆 転ロータリ・ホーに比較 して操縦性はやや不良である。その上 ミカン樹冠

下の作業を行 うので,ミ カンの枝葉を傷つけないための配慮も必要である。 したが って逆転ロータ リ

・ホーに比較 して作業速度は低下する。また逆転ロータリ・ホーと同様 に草丈や密度によって作業能

率 は影響される。すなわち60cmで は トラクター速度段FL-1で0.293m/sec,ま た40cmで0・393

m/secと 逆転ロータ リ・ホーに比べてかなり低い。 作業精度は草種に関係なく96%位 である。 通常

の場合の耕深は30mm以 内であり,30mm以 上に楊 る場合はほとんどな く,こ のため樹冠下の中耕

除草作業で ミカンの根群の損傷などによる害はほとんどない。なお本機は爪の配列によって,主 幹方

向に土寄せする様にな っているため作業後の主幹周囲の状態も良いなどの利点もある。第4図 のオフ

セ ット型逆転 ロータ リ・ホー区の除草作業の場合には165rnを 通常6.75minで 作業を完了すること

が出来る。ただ し本機の場合には回行地点での操作がむずか しく,1回 に約20秒 程度を必要とする。

5)除 草剤を使用 して,ミ カン園内の除草方法,除 草効果,使 用機械種などにっいては,従 来か ら

数多 くの報告がな されている。本実験においても第4表 のごとく同様の結果が得 られた。 しか し,除

草剤 による除草効果は草量と薬液量及び草体への薬剤の付着力との間にかなり密接な関係のあること

が認められた。た とえば草丈が高 く,草 量の多い場合など薬剤 の付着 しない部分の草には効果がな

く,こ の傾向は接触剤の場合 ことに顕著であった。 したがって除草剤によって除草作業を行 う場合,

枯草濃度の薬液の定量を雑草に適確に付着 させなければ除草作業精度が低下する。当農場での除草剤

使用区は第4図 の通 りミカン樹列にそって巾1.3mで あり,こ の雑草区中の半分ずっを両側から薬液

を散布するため,充 分に薬液が雑草に付着 し,除 草効果も良い結果が得 られている。雑草種(冬 草,

夏草)別 の使用薬剤名その他にっいては第4表 に示す通りである。第4表 か ら,雑 草面に対す る散布

能率は0・562m2/secで あ って,従 来の報告よりもやや10a当 りの所要時間はおそいが,能 率よく作

業を進め られ,供 試園地の場合樹列距離165m,巾1.3mの 雑草 地 を散布薬液量250Lの 場合は約

6.8min,400Lの 場合大体12minで 終了することが出来る。

6)以 上 に述べてきた結果から,筆 者 らは第5表 に示す様な,中 耕除草作業体系によって,近 大付

属農場 ミカン園の中耕除草作業を実施 しているが,こ の方法は従来の方法に比較 してかな り省力化す

ることが出来た。

すなわち第5表 よりわかる通 り,春 季緑肥のすきこみ適期の4月 下旬～5月 上旬 にかけて緑肥のす

きこみ,冬 草の除草剤区,機 械除草区に分けて実施する。除草剤区は通常はアメトリンを使用 してい

る。

その後梅雨期 に入 り,夏 草が急に伸長 して くるか ら,梅 雨明けの7月 上旬に除草作業を前述のごと

くそれぞれの区にわけて実施する。 この期の場合はよほど気象条件に留意 して実施 しないと雑草の再

生が降雨があれば早 く抑草期間が短か くな り,除 草効果が低下する。 したが って晴天が作業前後1週

間位っつ く日を選ぶ必要がある。ただ し,プ ロマシルを除草剤 として使用す る場合 は梅雨末期が良い

効果をあげ られる。 この回の除草が降雨のため失敗すると,天 候回復後すぐにもう一度同様の作業を
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実施する必要がある。

8月 中旬以降になると機械除草区の雑草がかなり再生 して くるのと,9月 上旬の緑肥播種の準備の

ため機械除草区のみ作業を実施する。ついで9月 上旬には,逆 転 ロータ リ・ホー区のみ中耕を しなが

ら同時に緑肥を播種する。

以上のごとくして,年 間の作業が完了する。 したがって除草剤区で2～3回,機 械除草区4～5回

(オフセ ット型 逆転 ロータリ・ホー区3～4回,逆 転ロータリ・ホー区4～5回)作 業を 実施する。

しか し通常は除草剤区2回 機械除草区3～4回 である。

この様な作業体系を実施す るに必要な作業員及び作業時間は第5表 に示す通 りである。すなわち,

冬草除草 と緑肥すきこみ作業 は,10a当 り作業員5人,作 業時間53minで ある。 また夏草除草では

作業員5人,作 業時間53～61.4minで,2回 目の夏草除草では作業員2人,作 業時間38.5minで あ

る。緑肥播種は作業員 ユ人,作 業時間8.Ominと なる。 したがって年間では作業員13人,作 業時間

152・5～170・91ninと なり,従 来の ユOa当 り40～50hr/10aに 比較 して著 しく省力化され ることとな

る。

なお,こ の方法による圃地管理は,冬 季草生法を行い,梅 雨期は緑肥作物の半マルチと夏草の伸長

でエロジョンの防止 となる。その後 ミカン樹の周囲は雑草によ りマルチされ,そ の他の部分は清耕法

となるなどの様に園地管理の各法がそれぞれ ミックスされた形とな っている。その上緑肥及び雑草の

す きこみによって,園 地土壌の肥沃化が進み肥培管理面にも良い結果が得 られている。

5.摘 要

1)果 樹園での 中耕除草作業の省力化を図るため,中 型 トラクター(20PS)を 主機械 とする中耕

除草作業の実験を行 った。

2)中 耕除草作業は従来の方法に比較 して,著 しく省力化 され,ま た作業精度 も良好であった。

3)機 械除草法 と除草剤除草法を組合せることによって,果 樹樹冠内迄の除草も完全に行 うことが

出来た。

4)中 耕除草の作業体系も第5表 の通り確立す ることが出来た。
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